
  ■宮原防災・もちつき大会 
２月 25 日（日）、宮原地域の防災訓

練・もちつき大会が三国本町公園で開催

されました。当日は吉本興業住みます芸

人「職人」による非常用持ち出し袋をお

題にしたトークや、消火器訓練等 5 種

類の体験訓練が実施され、楽しみながら

も真剣に取組んでいる地域の方々の姿

が印象的でした。訓練後は、みんなでお

もちを楽しみ、地域の親睦を深める一日

となりました。 

■西中島文化祭 
２月 25 日（日）、西中島小学校にて

西中島文化祭が開催され471名の来場

者がありました。西中島幼稚園児による

歌で始まり、ダンス、腹話術、漫才、独

唱などの舞台発表がありました。また、

体育館の壁際には、町会ごとに手作り作

品が展示され、地域の皆さんの多彩な一

面を見ることができました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川まちセン通信は、淀川区の地域活動協議会に関する情報発信、淀川区まちづくりセンターの活動

紹介、多様な地域資源の紹介を目的に発行しています。 
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〒532-8501 大阪市淀川区十三東 2-3-3 淀川区役所 4 階 

TEL 06-6309-5656    FAX06-6309-5657 

mail yodogawa-machikyou@festa.ocn.ne.jp 

HP  http://yodomachi.jimdo.com/   

Facebook  https://www.facebook.com/ymachisen 

 

地域での取り組み 地域で行われた取り組みを紹介するコーナーです。 

編集後記 
平成 29（2017）年度も、地域のみなさまに支えられて来ま

した。ありがとうございました。今年度は 3 月で終了しますが、

平成 30 年度も、淀川区まちづくりセンターの運営を大阪市コミ

ュニティ協会が受託することになりました。どうぞよろしくお願

いいたします。（Ｋ） 

淀川区の地域活動やまちづくりに関心がある皆さんが集まる〝よどまち未来セ

ッション”。今回は、「Global よどがわ」と題して、外国の方と地域のより良い関

係づくりをめざし、参加者の皆さんと話し合いました。 

地域には、厳しい条件下にある外国の方もおられることも

分かりました。多文化共生という言葉もよく聞かれるように

なりましたが、今後とも淀川区への想いに溢れる皆さんと出

会い、語り合う場として、よりよいまちをつくる、新たなき

っかけの場になればと考えています。参加されたみなさん、

ありがとうございました。 

ＧＧｌｌｏｏｂｂａａｌｌ  よよどどががわわ  
 

よどまち未来
み ら い
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っ し ょ ん

 

2018 年 3月 9日（金） 19:00～21:00 
 

当日は、ペルー、中国、台湾、ジャマイカ、イギリ

ス、韓国などの外国をルーツに持つ方 10 名と地域、

企業、NPO、専門学校、識字教室、行政の方 27 名が

参加し、５つのグループに分かれて意見交換を行いま

した。 

自己紹介を行った後、外国の方との日常のつきあい

や日本に住んでみた感想、うれしかったことや困った

こと、これからどんなことが必要かなど、短い時間で

したが、それぞれの文化の違いや意見を交換し合うこ

とができました。 

ま
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～主な意見(一部抜粋)～ 
・いろんな方法で仲良くしたい。 
・お風呂屋さんで日本語を学んだ。 
・日本は安全。水道水が美味しい。お店のサービスも良い。 
・生活上のトラブルはルールの説明が必要。 
・区役所、警察、病院などの言葉の壁をなくしたい。 
・友だちづくりの会やまち歩きも良さそう。 
・国によって習慣が違う。 
・時間の感覚が違う。 
・日本では 2 万人が難民申請をしているが、昨年は、20
名しか認められていない。 

・ゴミ出しルールの説明をしたら、ちゃんと理解してもら
えた。 

 

 

 ■新高地域 子ども年末夜警 
1２月２８日（木）、新高二六振興町

会子ども年末夜警が実施されました。 

参加した子どもたちは、1 才～中学生ま

で 20 人。地域の方の手作りの拍子木を

打ち鳴らし、大きな声で町内の安全の為

に巡回しました。「自分たちが住む町は

自分たちが守る。」そうした地域への愛

着心が生まれる取組みとして、地域で人

気の行事となっています。 

■加島・三津屋合同防災訓練 
２月 18 日（日）、加島・三津屋合同防災訓練が美津島中学校で開催

されました。加島・三津屋地域は、毎年 11 月にも豊中市南部地域と｢神

崎川流域合同防災訓練｣を行っており、隣接地域同士が災害時に協力し

合う体制づくりを積極的に進めている地域。今回の合同訓練では、町

会単位で体験型訓練を行った後、加島地域ＶＳ三津屋地域のバケツリ

レー消火訓練競争を参加者全員で行いました。 

災害時には、地域の内外に関わらず協力し合う機会が多々あること

を想定した 2 地域合同防災訓練は、地域を越えた顔の見える関係作り

が大事であることを改めて感じる機会となりました。 

 

 

 

■木川地域 もちつき大会 
12 月 17 日（日）に木川小学校で、

もちつき大会が開催されました。地域

住民約 850 名が参加し、定番のあんこ

やきなこのほか、お雑煮などバラエテ

ィ富かな 7 種類のおもちを楽しまれて

いました。外国から移住されてきた方

や、一人暮らしのご高齢の方も参加さ

れ、周りの方と話をしながら、つきた

てのおもちに舌鼓をうっていました。 

どの味のおもちに

も長蛇の列が！ 

■神津地域 防災訓練 
10 月の避難所開設訓練に引き続き、

2 月 4 日（日）神津小学校で防災訓練

が行われました。地域住民約 130 名が

参加し、一時避難場所から小学校への

避難訓練のほか、救命救急や救出搬送

等の訓練を実施。消防署による防火講

演では、家庭内に潜む思わぬ火災の要

因について学びました。 

 

 

 

 

 

 
身近なものを使っ

た応急手当（上）と、

救急搬送（左） 

 

■東三国音楽祭 
「第４回東三国音楽祭」が、2 月 17

日（土）東三国小学校で開催されまし

た。地域に縁のあるアーティストや、

東三国小・中学校はクラブの他に、校

長＆教頭先生が「ひがっぴーず」で参

加。計 10 組がいろんなジャンルの曲

を披露。会場も、曲に合わせた手拍子

や踊りで、大いに盛り上がりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

←ひがっぴーず 

最後は出演者と

参加者全員で 

大合唱 

夢ちゃんも参加！ 



 

   

三国地域・西三国地域・神津地域・

三津屋地域で実施された会計説明会で

は、まちセンスタッフが会計ルールや

書類作成方法などについて説明サポー

トを行いました。 

現在、淀川区全地域では、H29 年度補

助金実績報告書の作成作業が進められ

ています。 

まちセンでは、実績報告書の作成や会

計処理が会計担当者に集中する状況を

改善し、地域全体で会計処理を担って

いただけるよう、地域の実情に応じた

マニュアルを使用し会計説明会をサポ

ートしています。 

今後も、書類作成や会計処理のサポ

ートを継続していきますので、どうぞ

お気軽にお問合せください。 

 

■3 月 18 日(日) 

 14 時 30 分 

～17時15分 

■YMCA 

国際文化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域課題解決に取り組む 

NPO や団体が、助成事業を実施！ 

■こども０円食堂プロジェクト 
「ちょっとしんどい」が言えるきっかけづくりを目

的に、子育て中の方への食事や居場所の提供を、十

三東にある水交ビルで 1～2 ヶ月に 1 回程度行う。 

さあみんな一緒に「とんとんとんとん

■皆さんから出た意見（一部抜粋） 

・歴史がある土地柄。地域と学校の連携がと

れている。 

・住民の健康維持をめざし、「スポーツ」「文

化」などのふれあいを取り組みの両輪にし

たい。 

・子どもを巻き込んだ取り組みをしたい。 

・地域カルテ作成は、強み、弱み、何をすべ

きかを考える良い機会になるかも。 

・人と人とのつながりを大切にした活動があ

る地域になっているといいな。 

淀川区全 18 地域の地活協の会長や

役員の方々、地域担当職員とまちセン

スタッフで「地域カルテ」作成に向け

て“地域の特徴”、“今、こんなことに

頑張っている”、“将来やりたい事”な

どの意見交換を行いました。 

 

■2 月 13 日(火) 

14 時～15 時 30 分 

■区役所 5 階会議室 

 

 

事前打合せを行

い、地域の実情に

応じたマニュア

ルを作成！ 

助 成 金 等 の 情 報 今申込みできる 

◆大阪市市民活動総合ポータルサイト 
 

大阪市で活動する「市民活動団体」や「社会貢献活動を 

行う企業」の情報を調べたり、市民活動に必要な情報を 

得ることを目的とした総合ポータルサイトです。 

ＨＰ：http://kyodo-portal 

     .city.osaka.jp/ 

 

●平成 30 年度大阪市ボランティア活動振興基金 

 

対象：①リーダー育成（2 プログラム） 

②参加しやすいしくみづくり（3 プログラム） 

③ボランティア活動の拡大（6 プログラム） 

     他、区の実情に応じた助成事業 

期間：平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

金額：助成プログラムによって異なるため、要確認 

締切：平成 30 年 4 月 13 日 ※必着 

ＨＰ：http://www.osakacity-vnet.or.jp/kikin/ 

●緑化を伴うヒートアイランド対策に関する事業 
 

対象：①屋上②建物の外壁面③駐車場④空地 

⑤プランター等で行う新たな緑化事業 

期間：平成 30 年 7 月 1 日～平成 31 年 3 月 11 日 

金額：1 事業 10 万円以内 

締切：平成 30 年 5 月 11 日※必着 

ＨＰ：http://takahara-env.or.jp/bosyu/ 

 

●第 6 回 スポーツ振興賞 
 

対象：スポーツを通じた健康づくり及びスポーツを 

起爆剤としたツーリズムや産業振興・地域振興 

(まちづくり) 

期間：※既に実施されている事業の表彰形式 

金額：1 事業 20 万円以内 

締切：平成 30 年 5 月 15 日 ※必着 

ＨＰ：http://www.jsif.or.jp/others/promo_bosyu.html 

●第 35 回（平成 30 年度）老後を豊かに 

するボランティア活動資金 
 

対象：高齢者を主な対象とする活動およびスタッフの 

中核が高齢者である活動（社協の推薦必要）  

期間：申請した器具類を使用した事業を、H30 年 12 月 

   末までに実施、報告 

金額：1 事業 10 万円以内 

締切：平成 30 年 5 月 25 日（郵送のみ） 

 ＨＰ：http://www.mizuho-ewf.or.jp/pdf/ 

35youryou.pdf 

●平成３０年度子どもゆめ基金助成金(後期) 
 

対象：子どもの体験活動、読書活動、子ども向け教材 

開発・普及活動 

期間：平成30年10月1日～平成31年3月31日 

金額：＜体験・読書＞全国規模３００万円、都道府県 

規模１００万円、市区町村規模５０万円 

＜教材開発＞1,000 万円 

締切：平成 30 年 5 月 1 日～6 月 5 日 

（※WEB は 6 月 19 日まで） 

 ＨＰ：http://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/ 

taiken_boshu.html 

 

●地域チャレンジ活動助成 
 

対象：①認知症の人の地域での生活を支える活動 

   ②福祉サービスの開発と起業化に向けての活動 

③インフォーマル&フォーマルサービスの連携に 

よるケアリングコミュニティづくりに貢献する活動  

④医療・介護・福祉・保健の地域包括ケアを実現 

するための活動 

期間：平成 30 年 10 月より 2 年間 

金額：最大 1 年 200 万円×2 カ年 

締切：平成 30 年 5 月 31 日消印有効 

ＨＰ：http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/ 

kourei/02.html 

●2018 年子ども思いの森生きるちからファンド 
 

対象：子ども達の「考えるちから」「伝えるちから」 

「繋がるちから」を育む活動 

期間：平成 30 年 6 月 1 日～平成 31 年 5 月 31 日 

金額：1 事業 30 万円以内 

（大学・専門学校生が主催の場合は 10 万円以内） 

締切：平成 30 年 4 月 20 日 ※必着 

ＨＰ：https://kodomoomoinomori.jp/fund/clauses/ 

●子供たちの環境学習活動に対する助成事業 
 

対象：小学生以下の子供を対象に行う、環境保全に関する 

体験・学習活動 

期間：平成30年3月1日～平成30年10月23日 

金額：1 事業 10 万円以内 

締切：平成 30 年 5 月 11 日※必着 

ＨＰ：http://takahara-env.or.jp/bosyu/ 

●第17回トム･ソーヤースクール企画コンテスト 
 

対象：子どもたち（小中学生、各回 10 名以上）が参加する、 

自然の中での体験活動 

期間：平成30年3月1日～平成30年10月23日 

金額：1 事業 10 万円、また、事業報告書審査の上、表彰 

副賞として賞金等あり 

締切：平成 30 年 5 月 17 日※必着 

ＨＰ：http://www.shizen-taiken.com/ 

1 月 8 日（祝）、新高小学校で「第 21 回新高二十歳を祝う会」が開催

され、53 人の新成人で賑わいました。 

「新高二十歳を祝う会」実行委員会が主催するこの事業は、地域への

愛着やつながりを新成人の方々に感じ取ってもらえることを願い、新高

小学校同窓会・PTA 役員とその OB などの有志で運営されています。ま

た、今年度は大阪市ボランティア活動振興基金の助成を受けて活動して

います。 

当日は、成人した自分への手紙や作品などを収めたタイムカプセルの

オープンセレモニーが行われました。当時の担任の先生から手渡される

自分への手紙や作品に盛り上がっている皆さんの笑顔が、とても晴れや

かで印象的でした。 

 

 

 

各区で地域活動協議会に関わって

いる 300 名以上の方達が、YMCA 国

際文化センターに集まり、区を越えた

意見交換会を行いました。 

一部の事例紹介では、港区 田中地

域「田中食堂」、住之江区 平林地域

とセイコー運輸株式会社の連携「シニ

アビューティー撮影会」そして、淀川

区三津屋地域「三津屋音楽祭」の紹介

がありました。 

二部では、市大の生田英輔先生と事

例紹介者によるパネルディスカッシ

ョン。 

三部では、地域の皆さん、市職員、

まちセン、地域公共人材が 30 のグル

ープに分かれ、「あったらいいなこん

な地域活動」というテーマでグループ

ワークを行ないました。 

少子化と担い手不足の解消を目的

とした、「地域活動＋婚活」をはじめ、

さまざまな意見がでました。 

 


